ミャンマーにおける木造建築の屋根について by 佐藤 桂













































































































図 6　Thin-kan-yon (No. 712) の壁
画より　2 重屋根　（1244 年か）
図 7　寺院（No. 473）の壁画
より　2 重屋根 + 庇 （13 世紀）





（左）3 重屋根 ／（右）錣＋ 2 重屋根（1224 年）
図 10　寺院（No. 1422）の壁画より
錣＋ 3 重屋根（13 世紀）
図 13　Winido-hpaya（No. 659）の壁画より
2 重錣＋ 3 重屋根（13 世紀）
図 11　寺院（No. 356）の壁画より
錣＋ 3 重屋根（13 世紀）
図 12　Than-bu-de-hpaya（No. 657）の
壁画より 2 重錣＋ 3 重屋根（1224 年）
図 14　Tatkale-hpaya（No. 572）の壁画より
2 重錣＋ 3 重屋根（1193 年）
図 15　寺院 (No. 477-478) の壁画より
両脇に 5 重塔 を伴う 2 重錣＋ 2 重錣＋ 3 重屋根（1223 年）
































































































































































































図 31　Hsin-byu-shin complex に残る木造多重屋根の痕跡
（２重） （２重） （２重）
（２重） （２重） （２重）








































































たれており、内部には鮮やかな彩色が残存することも知られている。その中の石窟 No. 480 には、
上述したような錣ではなく、いわゆる入母屋の屋根を彫り出した外観の表現を見ることができる



















図 34　Le-thak-kyaung-u-hpaya（No. 1936）の壁画より　王宮の場面か（18 世紀）
図 32　Po Win Taung 石窟 No. 480　（左）正面から見る（矢印が右写真の破風の位置）／（右）破風らしき彫刻の表現
図 33　Shwe-kyaung-u-hpaya（No. 2007）の壁画より　（左）入母屋屋根か（18 世紀）
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図 1 Inventory, vol. 6, p. 147, 1536 l - West vestibule vault, detail, from north
図 2 Inventory, vol. 1, p. 131, 62 k - East corridor, detail of east wall
図 3 Inventory, vol. 3, p. 305, 748 ao - Ground floor, south corridor, north wall, east side
図 4 Inventory, vol. 2, p. 87, 315 k - Entrance hall, west wall, north side
図 5 Inventory, vol. 6, p. 64, 1481 m - Ground floor, shrine, S. E. part of wall, detail
図 6 Inventory, vol. 3, p. 247, 712 m - Entrance hall, south wall, detail, from north
図 7 Inventory, vol. 2, p. 284, 473 f - Shrine, south wall, west side
図 8 Inventory, vol. 3, p. 143, 653 l - South corridor vault, one of the Brahmas seated under a pavilion 
図 9 Inventory, vol. 3, p. 150, 657 k -  West vestibule, south wall, 2nd scene from left
図 10 Inventory, vol. 2, p. 135 356 d -  Shrine, south-east corner, from west
図 11 Inventory, vol. 5, p. 375, 1422 j -  Shrine vault, detail of north quadrant, from south
図 12 Inventory, vol. 3, p. 151, 657 p - Shrine north wall, detail
図 13 Inventory, vol. 3, p. 156, 659 k - Entrance hall vault, south side, detail of Brahma's ﬁgures
図 14 Inventory, vol. 3, p. 30, 572 f - Shrine vault, south quadrant
図 15 Inventory, vol. 2, p. 295, 477-478 r - connecting corridor, north wall
図 16 池浩三『家屋文鏡の世界　古代祭祀建築群の構造原理』相模書房 1983, 口絵写真（上下反転）
図 17 筆者撮影（2015 年 2 月）
図 18 筆者撮影（2018 年 5 月）
図 19 ティンウィンミン『ピャッター研究論文』ミャンマー政府考古局提供 , 1994, pp. 2-3
図 20 筆者撮影（2014 年 2 月）
図 21 筆者撮影（2018 年 5 月）
図 22 筆者撮影（2018 年 5 月）
図 23 東京文化財研究所提供
図 24 東京文化財研究所提供
図 25　 Pratapadiya Pal, 1999, p. 79, ﬁgure 1 より（部分）
図 26　 Pratapadiya Pal, 1999, p. 84, 1b: detail of ﬁgure 1
図 27　 筆者撮影（2018 年 5 月）
図 28　 Pichard, 1998, ﬁgure 8 をもとに筆者作成
図 29　 筆者撮影（2018 年 5 月）
図 30　 Inventory, vol. 7, p. 338, 2007 f - West vestibule, north wall, representation of the temple with donors
図 31　 （図面）Inventory, vol. 2, p. 202
　　　   （写真）筆者撮影（2018 年 5 月）
図 32　 筆者撮影（2018 年 5 月）
図 33　 Inventory, vol. 7, p. 339, 2007 l - Shrine, west wall, detail of illustrated scenes
図 34　 Inventory, vol. 7, p. 261, 1936 i - Shrine, west wall, south side, detail of illustrated scenes
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